

















など，有害種やブルーム（水の華）の原因となる藻類の分布も知ることができる 。現在ま  
でに行っている微細藻類相調査では，県民の森湖沼群より複数種のシヌラ藻の出現が確認  








による固定試料を研究室に持ち帰り，光学顕微鏡，走査型電子顕微鏡観察に供した。   
未固定の遊泳細胞は微分干渉顕微鏡（Zeiss Axioskop2）で観察し，出現したシヌラ藻の  
細胞をデジタルカメラ（AxioCamHRc）で撮影，記録した。走査型電子顕微鏡観察用の試  
料作成には未固定の生試料と固定試料の両方を用いた。 生試料中の細胞は倒立顕微鏡  
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Thble2．OccurrenceofsynurophytegeneraandspeciesinthepondsofKenmin－nO－mOri．  
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Figs13－24．Lightandscannlngelectronmicroscopyof肋Ilomonasspp．13，14：M akrokomos，15，16：M  
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い。   
シヌラ藻の出現状況を時系列で見ると，水温が20℃以下である6月上旬までに全種の出  









沼ごとの出現状況   
確認されたシヌラ藻の出現状況を見ると，A血Jわ∽0〃〟∫属は試料中では比較的低細胞密  
度であったが，調査した全ての沼より出現が確認され，構成種を見ても2種ずつ出現した  











った荒沼でも 肋Jわ椚0〃α∫属の出現が 6種であることを考慮しても，はんのき沼は  
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